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昭和 29 年 7 月 1 

農
作
物
作
付
延
べ
而
積
 

塵
芥

運

搬

像

定
 

（
七
 
月
）
 

書
道
研
究
会
，
杜
会
講
座
 

ク
 ス

ク
エ
ア
 

チ
ヤ
ー
チ
ル
会
 

ナ
ト
コ
映
画
会
 

コ
1
ラ
ス
会
 

考
古
学
会
 

レ
コ
1
ド
コ
 
ンサ
1
ト
 

書
道
研
究
会
 

ク
 

ス
ク
エ
ア
ー
 

チ
ヤ
ー
チ
ル
会
 

コ
ー
ラ
ス
会
 

書
遭
研
究
会
 

ク
 

【‘
 

ス
ク
エ
ア
1
 

（
七
月
分
十
日
以
降
）
 

乗
町
，
布
屋
町
 

弼
生
町
，
鎌
谷
町
．
 

柳
町
，
岩
木
町
 

川
端
町
 

寺
町
，
大
町
 

大
町
，
旭
町
 

旭
町
 

敷
島
町
．
下
平
井
町
 

中
不
井
町
、
 準
井
町
 

上
李
井
町
、
柏
原
町
 

幾
持
町
、
新
宮
町
 

錦
町
 

更
生
術
 

元
町
 

田
町
、
栄
町
 

田
町
、
新
町
 

東本
町町 

公
民
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ー
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膨

刀
昨
」月
A
q
d
／
ノ
か
ノ
 

・
 

自
 
八
月
一
日
 
旧
七

月
三
日
）
 

至
 
八
月
五
日
 
へ旧
七
月
七
日
）
 

例
年
の
五

所
川
原
ま
つ
り
も

八
月
一
日
よ
り
五
日
間

行
は
れ
る
が
行
事
日
程
は
左
記
の
予
定
で
す
 

記
 

会
期
中
全
商
店
の
連
合
大
売
出
し
 

八
月
一
日
｛
駕
纏

騒

撲
大
会
 

八
月
一
一
日
 自
転
車

競
走
 

「
登
山
嚇
子
大

会
 

八
月
三
日

〈
花
 
火
 
大
 
会
 

（
ね
 
ぷ
 
た
 
運
 
行
 

八
月
四
日
雄
者
締

薪
議
 

八
月
五
日碗
嬢

私
球
た
逮
行
〕
 

其
の
他
諸
種
興

業
計
画
中
 

主
催
 

五
所
川
原

町
商
工

曾
議
所

後
援
 
五
所
川
 
原
町
役

場
 

十十十十 

八七六五 

日 日 日 日 

十
九
日

一
一
十
日

十
一
日

十
ニ
日

十
三
日

十
四
日

十
五
日

十
六
日
 

〉
十
九
日
 

」
十
日
 

」
十

一
日
 

二十十十十十十十十 

十九七六五四三二 

日 日 日 日 日 日 日 日 I」 

二
十
一
日
 

】
一
十
一
一
日

一
一
十
三
日

十
四
日
 

＋
六
日

十
七
日
 

十
八
日

ト
九
日
 

一
十
 
日

一
十
一
日
 

え
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
 子
供
は

二
つ
と
ゃ
 
不
思
議

K
怪
我
す
る
町
の
角
 

v
え
た
自
九
レ
ミ
び
ーて
『
 
コ
J参
h
】
一
り
と
 

水。 

道● 

課● 1 

よ o 

一
 

水
泳
 

水
泳
前
 

イ
 
必
ず
家
の
人
の
許
可
 

場
所
．
人
数
，
帰
宅
の
 

教
え
る
 

ロ
 
食
事
の
直
後
，
非
常
 

の
時
は
中
止
 

ハ
 
不
潔
な
所
、
危
険
な
 

ら
た
い
。
 

」
 
準
備
休
操
 

夏
季
休
暇
の

く
ら
し

鶏
」
 
方
に
づ
い
て
 

に
塞
腹
 
五
中

生
徒
指
導
部
 

翻
鰭
製
 

十
人
の
う
ち
七
人
以
上
あ
り
ま
す
。
 
一

一
、
寄
生
虫
が

い
る
と
？
 

発
熱
，
め
ま
い
，
し
つ
し
ん
，
異
朱
店
 

（
か
べ
、
 土
．
す
み
な
ど
食
べ
た
が
る
）・

紳
臣
す
い
じ
や
く
、
食
慾
不
振
、
匝
秘

け
い
れ
ん
，
 貧
血
，
 ど
う
き
，
 や
せ
る
一

む
く
み
、
 む
ね
や
け
．
腹
痛
等
の
症
状

・

が
あ
り
ま
す
。
 

一
、
寄
生
虫
（
卵
）
は
ど
う
し
て
体
に
入

る
か
？
 

ー
 
体
内
の
親
虫
が
生
ん
だ
卵
が
便
と

一
緒
に
な
つ
て
出
る
。
 

2
 
卵
が
生
き
て
い
る
と
畠
な
ど
で
適

当
な
盗
度
と
湿
気
の
も
と
に
発
青
し
仔

虫
が
育
っ
 

3
 
野
菜
に
虫
卵
が
包
徹
さ
れ
て
体
内

に
人
る
 

一
、
寄
生
虫
が
体
内
に

い
る
か
は
ど
ら
し

て
わ
か
る
か
？
 

＠
便
を
馴
徴
鏡
で
見
る
 

一
、
寄
生
虫
が
い
た
ら
 

お
医
者
さ
ん
か
ら
貰
っ
た
薬
を
の
ん
で
 

●
 

●
 

●
 

り

お

願
い
 

例
年
の
こ
と
乍
ら
夏
分
に
な
り
ま
す
と
ー
らく
の
間
，
水
道
の
乱
用
流
し
放
し
．
道

水
の
需
要
量
が
増
す
の
と
湯
水
期
に
入
る
一路
面

の
散
水
等
．
せ
ぬ
ょ
う
何
卒
酷
約
方

関
係
か
ら
給
水
が
全
般
的
に
円
滑
に
行
か
御
協
力
下
る
ょ
う
お
願
い
い
た
し
生
す
o
 

づ
不
自
由
か
け
て
”
り
ま
す
が
、
今
し
ば
一
 

夏
休

み
を

迎
え

る

に
当
つ

て
 

五
 
所
 
川
 
原
小

学
校
 

夏
休
み
に
は
、

子
供
た
ち
を
自
律
的
に
  た
だ
し
，
 子

供
た
ち
で
す
か
ら
‘
 い

つ
も
 

生
活
さ
せ
る
よ
う
に
考
え
て

い
き
、
 子
供
 

の
自
発
性
．

計
画
甑
を
伸
ば
し
た
い
と
思
 
家庭

で
は
、

注
意
深
く
子
供
を
見
守
っ
て
 

い
か
な
け
れ
ば
を
り
ま
せ
ん
。
次
に
夏
休
 

い
ま
す
。
夏
休
み
は
子
供
に
と
つ
て
大
切
  み
の
注
意
事
項
を
簡
単
に
迷
べ
て
み
ま
し
 

な
意
味
の
あ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
若
し
  よ
う
。
 

夏
休
み
を
子
供
た
ち
の
自
発
性
，

計
画
性
  

一
、

早
超

さ
、

早
寝
 

を
伸
ば
す
と
き
と
し
て
利
用
し
な
か
つ
た
  

二
、

涼
し

い
中
に
学
習
す
る
 

り
、

成
積

の
悪
い
学
科
を
む
り
に
勉
強
さ
  

三
，
 一

日
何
か
お
停

い
す
る
 

せ
る
期
聞
と
し
た
り
す
る
な
ら
ば
．
 子

供
  

四
，

外
で
迎
動
ほ
が
ら
か
に
 

に
と
つ
て
つ
ま
ら
な
い
も
の
と
な
り
，
 苦

  

五
、

暴
飲
暴
食
を
つ
つ
す
む
 

六
、
お
祭
り
、
ネ
ブ
タ
．
盆
踊
り
は
、
 

早
目
に
帰
る
 

町

議

会
の

動

き
 

⑥
定
例
町
議
会

（
六
月
十
二
日
）
 

一
、
 

一
、
歳
計
剰
余
金
迅
用
の
件
 

可
 
決
 

一
、
都
市
計
画
『
青
森
地
方
審
議
会
委
負
 

選
挙
田
附
健
四
郎
氏
に
決
定
の
件
』
 
一
‘
 

一
‘
玉
所
川
原
町
外
大
ケ
村
合
併
促
進
協
 

議
会
委
員
選
任
の
件
 

姉
紗
建
一
妙
氏
に
決定
す
 

⑧
臨
時
町
議
会
（
七
月
三
日
）
 

一
，
合
併
に
関
す
る
協
定
の
件
 

難

厭
庶
務
課
慶

報
係
 
一

、

コ
 
ー
誘
踏
躍
）
 

印
刷
所
 
陸
奥
印
刷
株
式

会
社
 
《
世
相
数
 

一
一
，七
三
一
 

北
津
軽
郡
五
所
川
原
町

発
行
所
 
五

所
川

原
町

役

場
 

電
話
（1
1
八
番
一
一
一
一
一
総
）
 

八
い
 

《
 

い● 

し
い
も
の
と
な
つ
て
い
く
で
し
よ
う
。
 そ

し
て
九
月
の
新
学
期
も
大
音
な
希
望
を
も
 

一
，
町
有
土
地
貸
付
の
件
 

可
 
決
 

一
，
五
所
川
原
町
外
六
ケ
村
合
俳
促
進
協
 

議
・
＼
穴
規
約
制
定
の
件
 

可
 
決
 

一
，
専
次
処
分
報
告
の
件
（
上
水
道
水
業

費
地
超
債
及
償
搬
方
法
議
次
中
変
更

の
件
）
 

可
 
決
 

昭
和
二
十
九
年
度
町
歳
人
歳
川
迫
加

予
算
の
件
 

→
、
 

可
 
決
 

一
 

一
，
市
町
村
の
臓
羅
分
合
に
関
す
る
件
 

可
 
決
 

一
．
市
町
村
の
庭
置
分
合
に
件
ふ
財
産
処
一
 

分
に
関
す
る
件
 

可
 
決
 

一
、
市
町
村
の
庭
促
分
合
に
件
ふ
栄
村
，
 一
 

長
措
村
，
学
校
組
合
の
解
敬
並
び
に
 

夏
休
み
は
家
庭
激
育
の
期
間
で
す
。
夏
一K
L
た
い
と
馬
い
ま
す
‘
 

才
と
一4
‘

「
”
 

休
利
「
ん
引
施
川
」
‘子
伽
目
矧
し
合
っ
二
 

夏
休
み
数
 
え

歌
 

て
く
れ
ま
す
。
 

子
供
の
計
画
を
聞
き
，
子
供
が
喜
ん
で
自

一
つ
と
や
 
人
の
迷
惑
考
え
ょ
 
狭
い
通
 

律
的

に
生
活
す
る
よ
う
，
家
庭
で
先
づ
考
 

り
の
遊
び
ど
と
。
 

一
 勤
乏
」
」
に》
 

放
任
さ
れ
た
状
態
で
は
t
く
な
つ
て
い
な
 
よ
く
見
て
歩
け
右
左
。
 

3
 
永
永
姿
 

の
自
主
的
会
合
を
持
ち
、
生
徒
と
し
て
の
ぐ
喝
ゾ
ー。
，と
ニ
ノ
J
一
！
日
ー
り
一
 
‘
、i
 

七

H

「
身
休
を
洗
ら
 
態
庭
を
引

か
各
町
内
毎
に
計
画
を
樹
て
、
 
つ

て
か
ら
 

ロ
 
水
泳
食
御
冷
た
い
欧
食
を
さ
顧
間
の
先
生
と
共
に
強
力
実
行
し
て
ゆ
く
一＠
便
所
か
ら
汲
み
出
し
た
下
肥
は
肥
だ
め
 

け
か
可
「
 “

 

“

で
あ
り
ま
す
か
ら
，
く
ど
い
こ
と
は
ぬ
 
で
二
、
三
ケ
月
間
貯
載
し
、
腐
ら
せ
て
一
 

（
 
一
諸
に
行
つ
た
人
は
一
略
K
き
に
し
て
，
学
校
と
し
て
望
ま
し
い
こ
と
 
中
に
ま
じ
つ
て
い
る
卵
を
殺
し
ま
し
よ
一
 

ユ
末弘
拷
瓢
駅
繊
簿

ジ
麗
」
豊
盤
報
リ
で
一
般
の参
考
寄
影
の
検
査は
みな
様
の保
健所
で
し
一
 

2
 
水
泳
中
 

イ
 
長
時
聞
水
の
中
に
入
 

な
い
。
 

ロ
 
ふ
ざ
け
た
り
、
溺
れ
 

を
し
な
い
。
 

ハ
 
あ
ま
り
深
い
と
こ
ろ
 

た
い
 

本
校
の
夏
休
み
は
七
月
二
十
七
日
か
ら
 

所
に
入
八
月
二
十
日
ま
で
の
二
十
五
日
聞
で
す
。
 

そ
の
間
に
、
八
甲
田
、
岩
木
登
山
や
小
泊

の
臨
海
学
校
開
設
．
特
別
課
外
指
導
等
の

計
画
も
あ
り
ま
す
が
，
大
部
分
は
学
校
と
 

つ
て
い
い
う
共
同
生
活
か
ら
離
れ
て
家
庭
に
朝
か

ら
晩
ま
で
い
ら
れ
る
こ
ど
に
な
る
の
で
何

た
ま
ね
所
の
家
で
も
子
供
の
生
活
指
導
な
り
，
監
 

に
行
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
 そ
の
事
に
つ
い
て
は
学

校
と
し
て
休
み
に
入
る
前
に
町
内
生
徒
班
 

督
、
助
言
に
は
相
当
頭
を
脳
ま
し
て
い
る
 

し
て
 

.
 
!
 
.
.
?
"
'

J
'
 

す
る
。
 

轟
護
期
基
本

調
 

⑥
野
楽
を
生
で
食
べ
る
時
は
必
ず
ょ
く
洗
 

財
産
処
分
に
関
す
る
件
 

可
 
決
 

一
、
合
併
に
件
ふ
議
会
細
員
の
任
期
の
特
 

例
に
関
す
る
件
 

可
 
決
 

一
．
合
併
に
件
ふ
教
育
委
員
会
の
選
挙
に

よ
る
委
員
の
定
数
及
び
任
期
の
特
例

に
関
す
る
件
 

可
 
決
 

五
所
川
原
市
建
設
計
画
設
定
の
・
件
 

可
 
決
 

国
民
健
康
保
陰
規
約
制
定
の
件
 

可
 
決
 

五
所
川
原
町
農
業
委
員
会
に
よ
る
委
一
 

員
の
定
教
定
例
制
定
の
件
 可

 
決
 

国
有
地
挑
下
申
請
の
件
 

可
 
決
一
 

映
画
み
る
な
ら
査
の
中
c
 

町
村
の
行
政
の
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
の
一
 

虜
篇
藩
薫

考
滅
鷲
鞭

？
繊器
緯
叫
一
 

」弊
競
「
羅
寒

「
論m
』
馴た時

は
宜
し

く
御協
力
 

t
き
1
一
k
准
低
所
『
一
一中
い

一
 
・
 
本
眠
に
於

け
る
農
業
の
経
斉
及
生
産
の
一

四
つ
と
や
 
夜
の
出
歩
き
や
お
ま
し
ょ
う
基
和
町
御
馴
静
計
断
心
把
抽
し
懸
及
加
市
一
 

四
詔
写
離
髭

電
卿
ま
しょ
う
熱
難
鯵
騒
務
警
難

鯵

一
 

血
へ珂
●
5
上
ト
つ
年」つ
h
・
。
 

」
」
。
」
・

』
二
 【
・
り・
‘
・
；
:
l
‘
・I「
…
 
・
《
一
 

我
俊
す
て
、
笑
い
顔
。
 
一
 

記

八
つ
と
や
 
や
つ
て
お
き
ま
し
ょ
宿
題
を

一
・
 昌
ミ
月
 

朝
の
涼
し

い
窓
あ
け
で
‘
 

ー
 
．
 

m
鮎
山
 
ー
 

九
費
窃
露

競
競
与
く
さ
づに
一
、細
務
籍

責
二
又
・ヌ
上
 

十
」
ぴ叫灘
難
」
鶴
け
 戸
灘
響
（
わ
発
 

,．
ー
ー
ー
 
一
ー

1
 

2
年
間
の
農
業
臨
時
屈
人
延
人
員
数
 

「
み
ん
な
で
寄
生

虫
 

編
夢
舞

野

一
退
治
し

主
し

よ
う
」
 
「
雛
競
鯛

数
 

一
、
寄
生
虫
の

い
る
人
は
？
 

7
家
畜
，
寝
禽
飼
養
頭
羽
数
 

映
画
み
る
な
ら
査
の
中
。
 

か
と
か
は
価
知
気
を
か
m
吃
ー
 

一
 一

，
調
査
期
日
 
昭
和
二
十
九
年
八
月
一
 

“
溺
謡

婆

議

競
繊
護
「
 

七
、
“
纏
蛭
田
畑
荒
し
 
隷
賢
た

獣
態
てt
t
く
な
ー
ー
て
い
な三
『
議
嘉
銭
夢

取
り
、船
遊
ぴ
一査

実
施
 



オ
n

一
段
業
訓L
て
か
ら勧
も
こ
 
る
o
 

日

”
糾
、
昇

「
喝
D

甘
易一
丙
 

旧
軍
人
軍
勝
に
対
す
る
傷
病
恩
給
の

一
一

部
改
正
に
件
う
事
務
処
理
上
左
紀
該
当
者

一
 

は
民
生
課
ま
で
お
し
ら
せ
下
さ
い
。
 

一I
清
 

左
 
肥
 

一
 

山
 
川
 

ー
 
昭
和
二
十
一
年
三
月
一
日
以
前
に
七
一
徳
太
郎
 
長
女

項
症
の
増
加
恩
給
及
び
第
一
欺
症
か
ら
一
 

木
村
恵

第
四
歎
症
ま
で
の
傷
拠
準
金
並
び
に
第
 
誠
 
造
 
三

女
 

五
所
川
原
川
身
の
大
江
山
九
郎
兵
衛

（一
つ
て態
々
大
江
山
を
訪
ね
て
来
た
。
 

第
四
代
信
政
公
時
代
の
力
士
）
は
日
本

一
一
共
の
際
大
江
山
は
七
十
才
以
上
の
老
令

の
名
を
得
た
る
龍
田
太
衛
門
の
弟
子
で
あ
ーな
が
ら
、
右
手
を

一
斗
樽
の
ふ
ち
に
か
け

る
。
龍
田
は
三
代
の
藩
主
信
義
公
の
抱
力
そ
軽
々

と
捧
げ
，
大
杯
に
務
々
と
注
い
で

土
で
，
当
時
江
戸
大
相
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下
関
山
と
一二
盃
呑
み
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し
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ー
盃
と
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野
に
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せ
ら
れ
た
る
鬼
鹿
手
を
士
表
の
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中
に
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し
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o
加
之
歯
も
亦
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夫
で
大
切
の
干
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龍
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え
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べ
る
が
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と
き
勇
一

大
江
山
が
得
意
の
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ょ
り
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の手
に
か
壮
な
態
度
に
武
臓
野
も
魂
消
げ
に
了
つ
た

か
つ
て
は
流
石
の
師
匠
も
あ
ま
す
松
で
あ
ーと
は
有
名
な
話
で
あ
る
が
、
奥
富
士
物
語
 

つ
た
と
云
ふ
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潔
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潜
鍵
瀦
」
騒
慕
」い」
襲
覧
貿

m蹴
m」
叫ら
難郡
競
難
騒
難
」懸
 

円
麓

務
灘

鷲
か
町
」
」
亭
塞つけ
熱蒙
加り
すが
難
綴
如
麟
競
鯵維
一
 

（
舞難
護
篇
灘
露
獲
選一護
麺
奪
 

博
染
病
の
洗
行
期
に
な
り
ま
し
た
。
一
み
 
発
熱
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く
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（
三
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度
…
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ま
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2
吐
気
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に
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赤
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く
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ま
す
。
 

3
下
痢
が
は
じ
ま
る
と
仙
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受
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。
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熱
二
鈷
」

静
軒
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日
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度
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⑥
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方
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さ
れ
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力
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か
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く
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．
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所
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友
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左
程
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代
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つ
て
い
る
と
見
え
、
と
き
の
大
掲
武
議
野
之
取
方
な
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当
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